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平成２４年（2012 年）度 第４回 理事会議事録 
 
Ⅰ．日 時：平成２４年１１月８日（木） １９：００～２０：２０ 
 
Ⅱ．場 所：神奈川県作業療法士会事務所 
 
Ⅲ．理事会定数 １２名 
  出席理事：渡邉、錠内、澤口、野々垣、奥原、小峰、木村、作田、原、淺井、福留、冨山 
  委任理事：中西、鈴木、三浦、机 

出席監事：清宮、長谷川 
その他 ：松本（広報部ニュース班）、酒井（広報部対外班）、沼田（福祉用具委員会）、 

名古屋、金山、中尾（事務局書記） 
 
Ⅳ．議長団選任 

議長：渡邉会長 
副議長：澤口事務局長 
議事録署名人：渡邉会長、清宮監事、福留理事 

 
Ⅴ．配布資料 
  各・委員会より理事会資料 

事務局／財務部／学術部／教育部／広報部／福利部／地域リハビリテーション部／ 
  福祉用具委員会／ウェブサイト管理委員会／学会評議委員会／代議員制度対策委員会 
 
Ⅵ．回覧資料  

広報部より、県士会パンフレット作成経過の回覧 
   
Ⅶ．報告・検討事項 
１．事務局（澤口事務局長） 
（１）報告事項 
１）OT 協会関連 
①協会表彰推薦について 
該当者へ書類発送済み(該当者 8 名)。協会への書類提出締め切りは 11/2⇒福利部対応済み 

②機関誌『日本作業療法士協会誌』１０月号へ掲載記事の依頼あり⇒広報部小峰理事 対応済み 

③OT 協会福祉用具相談支援システム運用事業 事業開始と委員委嘱について⇒福祉用具委員会対応済み 

④都道府県連絡協議会 リーダー研修会(新潟) 

 日程：11/3・4 参加者：澤口事務局長・名古屋事務局次長・金山事務局次長 

全体の出席者：45名（千葉・埼玉・東京・山梨・長野・新潟） 

  内容：宮崎県士会広報部講演：広報部の政略 

     福島県ＰＴ士会 ＰＴ所属コーチング協会認定：コーチングについて 

 ⑤都道府県OT 連絡協議会 ブロック編成に関する意見集約について 
関東甲信越支部長である山梨県広田先生（石和温泉病院）より、10/21 に行われた第 3 回支部長会議の

報告と検討事項について連絡がある。検討事項は以下の通り。関東甲信越ブロックは計 10 士会（新潟・

群馬・長野・山梨・埼玉・茨城・栃木・千葉・東京・神奈川）と他ブロックに比べ構成団体数が多く、

ブロックとしての活動が行われにくい現状がある。そこで、ブロック活動をスムーズに行うことを念頭

に、今後のブロック編成について各士会の意見集約を行いたい。 
⇒締切：次回 2 月の支部長会議⇒事務局にて資料を作成し、理事ＭＬにて意見を募る。 

⑥WFOT2014 独立採算プログラム委員会（委員長：岩瀬義昭）からの依頼について 
施設見学会や懇親会のボランティア募集を神奈川県士会会員より募り、可能であれば、県士会事務局の

アドレスを窓口としたり、県士会ニュースに記事を掲載しＰＲさせてほしいとのこと。事務局にて検討
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し、澤口事務局長が独立採算プログラム委員でもあることから、事務局にきたメールを澤口事務局長に

転送する形で協力する。 
２）行政機関関連 

 ①川崎市介護認定審査会委員 増員について（1 名→3 名） 
10/30 付文書にて川崎市より正式に依頼あり 
委員の任期：平成 25 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日まで 
審査会の開催：原則として隔週開催 
麻生区 湯澤 大輔氏（麻生リハビリ総合病院 現在多摩区の介護認定審査委員） 
多摩区 名古屋 和茂氏（横浜ＹＭＣA 学院専門学校） 
高津区 金子 美鈴氏（関東労災病院）        
⇒上記のとおり、3 名を推薦する。 

 ②神奈川県保健衛生表彰 受賞決定について  田中節子先生（横浜ＹＭＣA 学院専門学校） 
  表彰式日時：11/14(水)14 時～（受付：13 時～）場所：神奈川県総合医療会館 
３）他県士会 
①新潟県作業療法士会より 第 9 回新潟県作業療法学会のご案内 
４）渉外 

 ①神奈川県看護協会 准看護師養成停止を求める嘆願書の署名に対するご報告 
 ②日本理学療法士協会 行政機関に属する理学療法士作業療法士の活動調査 （10/15 送付済み） 
 ③横浜市リハビリテーション事業団 ヨッテク事業報告 
 ④医療専門職連合会公開セミナー：10/19 出席：錠内副会長 澤口事務局長  
⑤（公社）かながわ福祉サービス振興会主催「かながわ福祉サービス大賞」開催案内  

錠内副会長より理事ML へ配信依頼済み 日時：11/6 10：20～場所：戸塚公会堂 
⑥病院薬剤師会  役員改選のお知らせ 

⑦介護支援専門員協会理事会参加 出席：錠内副会長 

⑧かながわ住まいまちづくり協会より「住まいのバリアフリーリフォームコンクール」への審査員協力に

ついてのお礼状（会長宛） 

５）後援依頼 
 ①「第 2 回横浜市・南関東在宅医療推進フォーラム」横浜市在宅医療推進フォーラム運営委員会 

 ⇒理事ＭＬにて審議 ⇒承認 
６）他団体などより研修会案内(周知依頼) 
①日本浮腫療法協会 緩和ケアに浮腫療法を！ 
②社会福祉法人 南高愛隣会 福祉トップセミナーin 雲仙 2012 
③かながわ住まい・まちづくり協会事務局 バリアフリーリフォーム講演会のご案内 
７）その他 

 ①県内高校生より施設見学について 
事務局に問い合わせがあり、小峰理事に相談、広報部で対応することになった。例年数件の見学依頼が

ある。施設見学のニーズはあるのか、OT 協会、PT 士会、全国のOT 士会、県内の養成校に施設見学の

有無や仕組みについて問い合わせる。福利部に依頼予定。 
②県士会会員対象の会員実態調査について 
今年度中に実施予定。現在、アンケート項目を検討中。 

③新規事業について ⇒検討事項にて詳細を説明 
（２）検討事項 
１）県士会役員人事について 

   佐藤副会長が退任されることになった。定款第 16 条によると、副会長を 2名置くと明記されている。

そのため、定款第 16 条の 2 により副会長を理事の中から選任する。⇒ 淺井理事を理事会にて選任。 
２）役員選挙について 

   次年度は役員改選年度となる。役員選挙規約第 2 条に基づき、選挙管理委員会を事務局内におく。 
   選挙管理委員会を立ち上げるにあたり、第 3 条で「理事会は、選挙管理委員を推薦する（5 名）」とあ

り、以下、とりあえず、1 名を選挙管理委員として推薦する。 
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   木村 達氏 （鶴巻温泉病院） 
  ※他 4 名は木村氏より提案予定。理事ＭＬにて審議とし、推薦が承認されれば、計 5 名より互選にて選

挙管理委員長を選出。 
３）次年度新規事業の提案について 

会員数増がこのところ横ばいであり、事業収入が飛躍的に伸びることは当面厳しい。他県士会の事業

を精査したところ、「OT 就職説明会」という県内の病院・施設に 1 施設 3 万円程度をブース代として

徴収し、PT／OT／ST 合同で行う就職説明会があった。就職希望者は参加無料。神奈川県士会で行う

場合、対象者を県内の養成校および東京や埼玉、静岡など隣接の都道府県の養成校、転職希望者にし

て開催してはどうか。時期に関しては、県内の養成校のインターンは 10 月末でおおよそ終わるので、

11 月に 1 日のみ開催予定。県士会の知名度もアピールできると考え提案する。 
⇒会長より、事務局が企画するのではなく他の部に依頼して次年度計画案として出すよう指示がある。 
広報部からも事務局の施設見学に関する報告を受けて、高校生向けの職場見学会をオープンにでき

ないか、広報部として実施することの限界について報告と相談がある。次回理事会で施設見学につ

いて広報部から提案してもらう。 
 

２．財務部 （野々垣理事） 
（１）報告事項 
１） 中間監査について(別紙) 

10 月 20 日（土）に実施。監事より①会費納入率低下に関する点と②長期滞納者に対する方策の 2 点

について意見がある。野々垣理事から、現在の予算は未納者を考慮して会員数の 8 割で計算している

が、会員数には滞納者も含まれていることから、結果として実際の収入を圧迫していると補足説明が

される。また、滞納者への督促状などで年間約 20 万円（一人あたり 2,000 円弱）の経費がかかって

いること、会員数の増加に比べ、県士会員の純増数が 100 名前後になっているとのこと。 
⇒滞納者の会員資格の停止もしくは除名について今後検討していく。会員の規約についても検討する

必要があり、本部の規約を参考に、財務・規約委員会・事務局で検討していく。 
⇒収入見通しを考慮した年単位での調整が必要か。12 月末で、予算執行率を出す。 
⇒会員数については、OT 協会とくらべ分析し、対応を検討する。 

２）銀行口座引き落としについて 
   9 月末発行の県士会ニュースに銀行口座振替用紙などを同封した。また、案内を県士会サイトに掲載

を依頼した．10 月末で 256 名の届出あり。またこのことに関して会員から問い合わせあり。 
⇒県士会サイトにQ＆A で掲載する。 

 

３．学術部（福留理事） 

（１）報告事項 

１）講習会報告・予定 

①分野別講習【身体障害分野】『着衣障害に対する評価とアプローチの実際』 

講師：早川裕子氏（作業療法士）日程：平成24年10月13日（土） 

会場：神奈川県立保健福祉大学 参加人数：48名（内4名部員） 

②分野別講習【精神障害分野】「今後の日本における精神保険医療福祉の発展～作業療法士が出来ること」 

講師：伊勢田尭氏（精神科医師）日程：平成24年10月6日（土） 

会場：川崎市北部リハビリテーションセンター（ゆりあす）参加人数：17名（内部員3名） 

③分野別講習【身体障害分野】『いまさらきけない？手指の評価・訓練』 

講師：鴻井建三氏（作業療法士）日程：平成24年11月18日（日） 

会場：横浜市立大学附属市民総合医療センター 受講料：3000円 

④分野別講習【精神障害分野】「精神科における身体合併症へのアプローチ～日常生活の支援の具体的方

法」 

講師：佐藤良枝氏（作業療法士）日程：平成24年12月15日（土） 

会場：川崎市北部リハビリテーションセンター（ゆりあす） 受講料：2000円 

⑤分野別講習【精神障害分野】テーマ：「未定」 
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講師：未定 日程：平成25年 1月 26日（土）会場：未定 受講料：2000円 

⑥生涯教育講座『臨床実習指導の実際とコツ(仮)』 

講師：中西浩司氏、佐藤良枝氏、友利幸之助氏、福留大輔氏 日程：平成25年1月 5日（土） 

会場：ウイリング横浜 受講料：未定 

⑦生涯教育講座『臨床でのリスク管理について』 

講師：中村浩明氏（理学療法士）日程：平成25年2月9日（土）会場：イムス横浜国際看護専門学校 

受講料：無料 

（２）検討事項 

１）平成23年度神奈川県作業療法士会研究助成課題 Webアンケートによる調査協力のお願い 

⇒県士会助成事業でもある。⇒ 承認 

 

４．教育部（奥原理事）  

（１）報告事項 

１）研修会報告 
①現職者共通研修  
日程：平成 24 年 10 月 28 日（日） 会場：ウイリング横浜 受講料：1 テーマ 1,000 円 

  「職業倫理」講師：淺井憲義氏（北里大学）時間：13：00～14：30 参加者：54 名 
「エビデンスと作業療法実践」講師：鈴木久義氏（昭和大学）時間：14：45～16：15 参加者：55 名 

②事例報告登録制度研修会  
日程：平成 24 年 10 月 28 日（日）10：30～12：00 会場：ウイリング横浜  
受講料：無料（他県士会員 1,000 円）参加者：44 名（県士会員 38 名 他県士会員 6 名） 

 
５．広報部（小峰理事） 

（１）報告事項 

１）ニュース編集班 

①今後のニュース発行予定  

 11月末に発行される158号の編集作業中。第2回編集会議を11月15日（木）19：00～県士会事務局で

開催予定。対外広報班の活動報告を158号に掲載する予定。 

２）対外広報班 

①ラジオ出演 

 日程：9月13日（木）10：00～10分間 ラジオ日本「すこやか介護」 

  内容：介護と腰痛予防（腰痛体操と福祉用具の使い方について） 

②中区民祭り『ハローよこはま 2012』へのブース出展 

 日程：10月 7日（日）場所：関内周辺 

 内容：医療専門職連合会として参加し、神奈川県栄養士会・臨床検査技師会と共にブース出展する。 

    当士会では、認知機能の測定体験としてパネルタッチ版のTMT－Aを実施した。       

③県士会パンフレット作成企画 

 HOLLY BELL社（神奈川県三浦）に依頼。記事作成・撮影（8施設に依頼中）進行中。10月中のゲラ刷

り完了を目標に準備中。 

④瀬谷養護学校のお祭りへのブース出展 

日程：12月15日（土）教室１室を使用して体験型ブース出展予定。 

⇒どのような規模か、どのような戦略で実施するか新規事業として次回の理事会で提案。 

３）来年度新規事業について 

相模原のお祭りへのブース出展と販促グッズの補充を予定している。次回理事会にて詳細を提案。 

 

６．福利部 （冨山理事） 

（１）報告事項 

１）新入会員オリエンテーション＆歓迎会について 

日時：平成24年9月 29日（土）16:30～18:00 現職者共通研修終了後開催 
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場所：横浜リハビリテーション専門学校地下1階 出席：35名（うち新入会員25名）   

２）第6回職場見学会「神奈川県立こども医療センター」について 

日時：平成24年12月 7日(金)19：00～20：00 講師：原伸一氏（作業療法士）  

 ３）第7回職場見学会「横須賀共済病院」について 

日程：平成25年1月 ＊詳細が決まり次第報告する 

 

７．地域リハビリテーション部（木村理事） 

（１）報告事項 
１）研修会報告 

 ①ALS 者のコミュニケーション支援講習会 2012 
  日時：平成 24 年 9 月 15 日（土）13:00～16:15 会場：県民活動サポートセンター  
  講師：中西浩司氏、前場洋佑氏、大寺亜由美氏、佐々木秀一氏 
  参加者：19 名（会員OT12 名、非会員OT3 名、他職種 4 名） 
２）研修会開催予定 

 ①「訪問リハビリテーション地域研修会」 
日時：2012 年 12 月 2 日（土）3 日（日）  会場：横浜リハビリテーション専門学校 

  日本訪問リハビリテーション協会、神奈川県ＰＴ士会、神奈川県ＳＴ士会との共催。 
３）生活行為向上マネジメント研究事業（OT 協会）への協力 

  OT 協会において、今年度の老人保健健康増進等事業に生活行為向上マネジメント関連の研究事業が認

められる。そのうち、「訪問介護との連携」に関するデータ収集の依頼があり、神奈川県士会員より 10
名程度を募り対応する。現在、ヘルパーによる初回評価を実施中。11 月より県士会員による対象者宅へ

の訪問を開始。 
４）神奈川県病院学会のシンポジウム 
 日時：平成 24 年 10 月 22 日  

 
８．福祉用具委員会（沼田委員） 

（１）報告事項 

１）国際福祉機器展への協力  
「ふくしの相談コーナー」へ 9/26～9/28 の間に相談員として計 7 名を派遣した。3 日間で約 30 件の相 
談があった。パンフレットの記載がなかったり、場所もわかりにくかったため改善を求める。 

２） 福祉用具相談支援システム運用準備進捗状況 
  7 月に相談員（福祉用具委員の田畑、沼田、川崎協同病院村越妙美氏）を選定し、9 月 29 日に田畑委員

が事業説明会へ参加した。10 月 4 日に相談員打ち合わせを行い、事業説明会報告を受けた。今後、県士

会会員へ事業周知のため県士会ニュースへチラシ挿入依頼、ウェブサイトへ掲載依頼をしていく。新規

事業として展開していく。 
３） 研修会開催予定 

 ①「自助具を作ろう！」日程：平成 24 年 11 月 17 日、 12 月 15 日、平成 25 年 1 月 26 日、 2 月 16 日、  
3 月 2 日の全 5 回 

  ② 「PT・OT 福祉用具スキルアップ研修 基礎編」日程：平成 24 年 12 月 1 日 16 日の全 2 回 
   募集定員 20 名 現在応募者 6 名のため追加募集を行う 
③「車いす研修」日程：平成 25 年 2 月 2～3 日の 2 日間 

  すべての研修会で定員割れしている。いつも定員を超えるため、ちらしなど全体的な周知はしていなか

った。今回はWEB で追加募集する。次年度の募集を検討したい。 
 
９．ウェブサイト管理委員会（作田理事） 

（１）報告事項 

１）県士会サイトの管理とアクセス件数 ※H24年 9月30日現在 

  傾向としてスマートフォンなどのモバイル端末からのアクセスが増加した。今後の推移に注目し、表示

方法を検討したい． 
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２）賛助会員B：県士会サイトへのロゴの掲載について 

1 団体からロゴの掲載の依頼があった．掲載済み． 
 
１０．学会評議委員会（原理事） 

（１）検討事項 

１）学会規程の作成について 

規約委員の鈴木理事にも確認済。 ⇒ 承認。次回総会で審議する。 

２）第15回神奈川県作業療法学会の学会長候補者 

水島眞由美氏（横浜リハビリテーション専門学校）より内諾を得る。 ⇒ 承認 

 

 

以上をもって審議議案はすべて終了。以下、議事録署名人が確認し記名押印する。 
 

会議終了時間       ２０時２０分 
次回の理事会開催日時   平成２４年２月７日（木）１９時より 
開催場所         一般社団法人神奈川県作業療法士会事務所 

   〒２３１－００１１ 
               神奈川県横浜市中区太田町４－４５第一国際ビル３０１ 

TEL／FAX ０４５－６６３－５９９７ 
 
 
議事録署名人       議長     渡邉愼一    印 

 
 
監事     清宮良昭    印 
 
 
理事     福留大輔    印 

 


